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毒トゲをもつ魚たち

多くの場合、魚のヒレは、トゲの間に膜をはっている構造になっています。トゲが

非常に堅くなっている魚も多く、ささるとそれだけでもかなり痛みます。そして魚の中

には、鋭いトゲに毒を備えているものもいるのです。

ミノカサゴの仲間は、ヒレが非常に

長く、優雅な姿をしています。しかし、

背ビレなどに毒があります。

アイゴの仲間も背ビレや腹ビレなど

に毒をもっています。さされると数時

間～数週間痛むこともあります。

オニカサゴやオニオコゼの仲間も背

ビレなどに毒をもっています。この仲

毒トゲのせいで
天敵がほとんど
いない。そのた
めか、非常に
ゆっくりと泳ぐ。

ハナミノカサゴ

アイゴ

食用にする地方
もあるが、調理す
る場合は先にト
ゲを切っておか
ないと危険。

間は色も地味で、さらに砂の中に隠れ

てしまう習性があるため、気付かずに

ふんでしまう事故がよく起きます。

これらの魚は、身を守るために毒を

持っているので、魚のほうから攻撃し

てくることはありません。海でこれらの

魚を見つけた時は、むやみにさわらな

いようにしましょう。

地味な姿で、砂
の中に隠れてい
るので、なかな
か気付かない。

オニオコゼ

オニオコゼの背ビレ

普段、トゲと毒は膜
に覆われており、外
には出ない

何かに刺さると、
膜が破れ、毒が
注入される

トゲ 膜毒


